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逆境に負けずに

町長が交通遺児を激励

　交通遺児に、県知事と町長から

激励文と学用品が贈られました。

　これは、県内の篤志家から寄せ

られた多くの寄付金をもとに、県

内の交通遺児を励ますため学用品

が贈られますが、町においても併

せて激励し、学用品を贈る二とに

したものです。

　二学期を前に8月31日、役場で

贈呈式が行なわれ、8名の学童に

対し木村町長から一人一人に知事

と町長の激励文と学用品が手渡き

れ『逆境に負けずにしっかり勉強

して立派な人間になってほしい一

と激励きれました，

　対象学童名は、次のとおりです。

　山田直入君（福小1年）寺原敏

光君（東小4年）畝原寿子きん［：同

5年）河野久子きん：：寺小6年）

河野徳市君（美々津中1年）黒木

辰美君（東中2年）甲斐有吉君

（同3年）甲斐美干代きん（同3年）
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冾
ﾍ
敬
老
の

　
本
町
の
六
十
五
歳
以
上
の
高
令
者
は

一
、
（
）
六
〇
名
で
町
人
口
の
一
五
・
八

パ
ー
セ
ノ
ト
を
占
め
、
全
国
平
均
か
ら

み
て
お
と
し
よ
り
の
多
い
町
で
す
が
、

こ
の
比
率
は
、
今
後
さ
ら
に
高
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

敬
愛
と
健
康
づ
く
り
を

　
こ
の
よ
う
に
人
口
の
高
田
化
の
進
む

本
町
と
し
て
も
「
多
年
に
わ
た
り
社
会

の
進
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
お
と
し
よ

り
を
敬
愛
し
、
健
康
で
安
ら
か
な
生
盾

を
保
障
す
る
　
」
こ
と
を
福
祉
対
策
の

柱
と
し
て
今
後
も
積
極
的
に
す
す
め
、

単
に
長
生
き
を
す
る
セ
げ
て
な
く
元
気

日

て
楽
し
く
暮
ら
せ
る
町
つ
く
り
を
推
進

し
ま
す
、

80

ﾎ
以
上
に
祝
金

　
今
任
も
敬
老
の
日
に
は
、
各
地
区
と

も
公
民
館
主
催
の
敬
老
会
か
行
な
わ
れ

ま
す
か
、
町
て
は
こ
の
日
に
、
八
†
歳

以
し
の
お
と
し
よ
）
に
祝
金
を
き
し
あ

ザ
お
祝
h
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

　
町
長
が
表
敬
訪
問

　
九
月
r
五
日
現
在
て
、
九
十
歳
以
一

の
お
と
し
よ
う
ま
イ
．
一
名
お
ら
れ
ま
す

か
、
こ
の
か
た
た
ち
に
は
町
長
が
薩
接

90才以上の長寿者名簿（昭和53年g月15日現ぞ正

名　性別任令　生　任　月　日　住　所氏

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

塩　月　リ　ウ

置合　為市

プ1田　で　セ

太　田　喜平〃、

湯本繁松
一・ R　リ　ノ

糸　・F　子　一・

渦尾　和＝郎

水　岡　ミヤヲ

摯瀬　猪之助

高　尾　コ　ズ

塩　月　テ　ノ

女

男

男

〃

女

ノノ

男

女

男

女

〃

95才明冶16

94

94

95

92

92

91

91

∩0

9
1

90

90

〃17．

〃17

〃18．

〃19

〃19

〃20．

〃20．

〃20

〃20

〃21

〃21

8　ろ　鶴野内

414　羽坂

4　17　坪　谷

7　18　　〃

226　仲深

627鶴野内

214　暖房

3　4　鶴野内

11　3　小野田

11　30　　〃

226　編頼

5　15　　〃

訪
問
し
て
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
す

　
ま
た
、
九
一
歳
到
達
各
（
五
舌
｛
伊

度
中
）
に
は
、
県
知
事
と
郡
社
会
福
紐

協
議
会
か
ら
記
A
，
」
口
叩
か
贈
・
つ
れ
ま
す
．

95

ﾎ
の
塩
月
リ
ウ
さ
ん

　
本
町
の
最
高
令
者
よ
、
鶴
野
内
の
塩

月
リ
ウ
き
ん
（
写
真
）
て
、
明
治
十
バ

年
八
月
一
一
．
猛
牛
れ
の
九
十
五
歳
て
す
．

　
現
在
、
目
［
か
不
自
由
て
す
か
、
元
気

な
毎
日
を
す
こ
し
て
い
ま
す

積
極
的
に
社
会
参
加
を

町
こ
ま
、
地
区
こ
と
こ
老
人
ケ
．
プ

か
組
織
》
・
、
れ
、
わ
厚
い
こ
協
力
し
合
r
，

1
、
、
健
康
つ
く
》
に
、
研
修
こ
、
地
域

の
奉
仕
作
業
に
、
旅
行
を
通
し
て
の
親

睦
、
そ
の
ほ
か
は
ば
ワ
、
）
ろ
い
盾
動
を
し

て
い
ま
す

　
家
庭
て
の
悩
み
や
不
安
も
、
二
の
よ

つ
な
仲
間
と
の
話
し
合
h
こ
よ
r
．
’
、
心

も
軽
く
明
る
く
な
り
ま
す
．

　
ま
セ
加
入
し
♂
」
い
な
い
局
回
者
の
か

た
は
、
是
非
こ
の
機
会
に
老
人
ケ
ラ
フ

ご
加
入
し
ま
し
≦
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
G
民
耀
ご

ハ
▲
B
7
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国
保
税
が
確
定

　
昭
和
五
十
＝
．
任
度
東
郷
町
国
民
健
康

保
険
税
の
税
率
か
、
八
月
九
日
の
町
議

会
て
議
決
山
・
、
れ
、
決
定
し
ま
し
た

　
納
税
通
知
書
を
今
月
ニ
コ
日
ご
ろ
ま

て
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
．
異
議
の
あ

る
か
た
は
、
通
知
書
を
受
取
っ
て
六
十

　　　　税率算定　　　　　　　　　　　　　　、㈱円）

区分胎％課瀬・A眼税標軸・B・税率朧。税雛礪

所閲・52一・・6・6・・6・172‘ P11職鞠鵬
資産割　10　7，170，00027，851，280　2三石　の世帯　える世帯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100
均等刮　　40　　28，680，000　　4，553人　　6300　　　3，568　　2，379

平等割　15　10，750，000　1，3ヨ6世帯　8047　　4，669　3，113

　言十　　　　　　　100　　　　　71，700，000

※所得割、資産割には税額軽減措置まあ’）ません。

日
以
内
に
文
書
て
異
議
の
申
存
て
か
1
、

き
ま
す

　
保
険
税
は
本
任
四
月
一
日
現
在
て
課

税
し
て
い
ま
す
　
賦
課
期
日
後
八
月
コ
．

「
一
日
ま
て
の
間
に
、
納
税
義
務
か
発

生
も
し
く
は
消
滅
し
た
世
帯
主
、
ま
た

は
世
帯
内
に
被
保
険
者
の
異
動
か
あ
’
，

た
場
合
は
、
月
割
課
税
の
計
算
を
し
て

い
ま
す

　
9
月
は
確
定
賦
課

　
東
郷
町
の
国
民
健
康
保
険
税
は
、
毎

年
五
月
に
暫
定
賦
課
（
仮
算
定
）
に
k

り
一
期
を
納
め
て
い
た
た
き
、
九
月
に

確
証
賦
課
（
精
算
）
を
行
な
う
こ
と
こ

な
っ
て
い
ま
す
．
．

　
こ
れ
は
保
険
量
の
算
定
の
基
礎
と
な

る
所
得
額
、
固
定
資
産
税
が
決
定
し
な

サ
れ
ば
、
保
険
税
の
計
算
が
て
き
な
い

か
ら
て
す
　
し
た
が
っ
て
、
五
月
に
納

め
た
暫
定
賦
課
に
よ
る
一
期
分
は
、
前

任
度
の
保
険
税
の
一
納
期
分
を
仮
に
納

め
て
い
た
セ
、
》
た
わ
す
て
す
、

保
険
量
の
算
定
方
法

費
用
を
被
保
険
者
で
案
分

　
国
民
健
康
保
険
税
は
町
税
て
す
か
、

一
般
に
い
う
町
民
税
や
固
定
資
産
税
な

と
の
普
通
税
と
は
異
な
り
、
目
的
税
と

し
て
取
扱
わ
れ
て
h
ま
す
、

　
こ
の
〔
的
税
と
し
て
の
保
険
税
の
役

割
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
を
行
な
う

費
用
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
て
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
　
つ
ま
う
、

保
険
税
は
相
扶
共
済
の
精
神
に
基
づ
い

て
被
保
険
者
の
病
気
、
ヶ
カ
、
出
産
ま

た
は
死
」
し
に
際
し
、
必
要
な
保
険
給
付

を
行
な
う
た
め
の
費
用
に
充
て
ま
す

　
そ
こ
て
保
険
税
を
算
定
す
る
方
法
は

ま
す
国
民
健
康
保
険
事
業
の
経
費
の
う

ち
保
険
税
て
徴
収
す
＼
き
総
隈
を
算
出

し
、
そ
の
総
額
冷
必
定
の
方
法
て
納
税

義
務
者
（
被
保
険
者
）
に
案
分
す
る
と

い
う
賦
課
力
法
か
と
ら
れ
て
、
ま
す

　
税
は
医
療
費
の
3
5
％

　
こ
こ
て
い
う
保
険
税
て
徴
収
す
＼
き

総
額
と
は
、
そ
の
年
度
の
療
養
給
付
費

（
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
医
療

費
て
、
町
か
支
払
う
七
割
給
付
分
）
の

六
九
％
に
相
当
す
る
額
と
斗
、
㌔
れ
て
い
ま

す
。　
昭
和
五
」
⊥
二
年
度
の
本
町
の
療
養
給

付
費
は
約
二
億
四
百
四
卜
万
円
で
す
か

・
つ
、
二
の
計
算
て
算
定
し
た
税
額
は
約

一
億
一
↓
．
千
二
百
万
円
に
な
り
ま
す
　
し

か
し
、
こ
の
額
を
そ
の
ま
ま
税
と
す
る

と
、
前
年
度
の
二
倍
と
な
う
、
あ
ま
》

に
も
保
険
税
が
高
く
な
》
ま
す

　
し
た
が
っ
て
、
町
て
は
国
民
健
康
保

険
事
業
の
費
用
の
う
ち
、
最
低
限
、
税

に
収
入
を
求
め
な
け
れ
ば
な
・
つ
な
い
頷

を
保
険
税
と
し
て
徴
収
す
る
方
法
を
と

1ノ

ﾄ
い
ま
す
　
こ
の
方
法
に
よ
る
昭
和

五
十
三
年
度
に
保
険
税
と
し
て
徴
収
す

へ
き
総
額
は
七
子
百
七
十
万
円
と
な
り

療養給付費と保険税の推移

［
目
口
「

□・酬

彦・一 h
一
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一
］
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；
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「
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［
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1
月
／
〆

／

蝋
1
・
1
…

づ　銘　％

@翅「
^　翅

レ　　／　凋

療
養
給
付
費
に
対
す
る
保
険
税
の
割
合

は
三
五
・
⊃
％
と
な
う
ま
す

医
療
費
が
上
れ
ば

税
金
も
高
く
な
る

　
つ
㍉
・
－
に
税
の
総
額
を
納
税
義
務
者
に

案
分
す
る
方
法
て
す
か
、
こ
れ
は
－
所

得
の
あ
る
者
〔
当
資
産
の
あ
る
者
（
3
㌔
被
保

険
者
数
に
よ
る
も
の
④
世
帯
当
り
平
等

に
す
る
も
の
一
の
四
つ
に
分
け
ろ
れ

ま
す
　
し
た
が
っ
て
、
本
年
度
の
課
税
総
額

七
干
百
七
十
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
に
案
分

し
ま
す
と

－
所
得
割
　
3
5
％
　
二
干
五
百
卜
万
円

2
資
産
割
　
1
0
％
　
七
百
十
七
力
円

写
被
保
険
者
均
等
割
　
4
0
％
　
切
干
八

　
　
　
　
　
百
六
十
八
万
円

丁
ノ
世
帯
別
書
等
割
　
1
5
％
　
千
七
卜
五

、5「つ

．
卜
．

万
円
ー
ー
と
な
り
ま
す
。

　
岬
・
、
ら
に
、
所
得
頷
、
固
定
資
産
税
額

（
土
地
と
家
屋
分
）
、
被
保
険
者
の
数
、

世
帯
の
数
が
決
定
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
税
率
か
算
定
き
れ
、
そ
の
率
を
も
つ

て
各
世
帯
の
税
額
か
算
出
き
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す

　
本
田
度
は
前
任
度
に
比
較
し
て
、
療

養
給
付
費
か
一
四
・
四
％
、
保
険
税
か

三
・
三
％
高
く
な
っ
て
い
ま
す
　
医
療

費
か
高
く
な
れ
ば
税
金
も
高
く
な
る

こ
れ
か
国
民
健
康
保
険
税
で
あ
り
、
事

業
を
行
な
う
た
め
の
目
的
税
の
特
性
て

も
あ
り
ま
す

　
ク
弓
ワ
は
過
去
五
任
間
の
療
養
給
付

費
と
保
険
税
の
移
う
か
わ
り
を
あ
ら
わ

し
た
も
の
て
す
．
医
療
費
に
比
例
し
て

国
保
税
も
伸
州
、
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

医
療
費
の
伸
び
が
い
か
に
大
き
い
か
か

お
わ
か
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
税
房
課
）
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動

遺
書

　
　
　
　
全

　
　
　
　
安
．

秋
通交

ら
　
で

か
　
ま

日
　
　
日

21

@
3
0

9月

9月

　
夏
休
み
も
終
わ
っ
て
新
学
期
が
始
ま

り
、
こ
れ
ま
で
の
開
放
的
な
毎
日
か
ら

生
活
の
リ
ズ
ム
が
変
わ
り
、
注
意
力
が

散
漫
に
な
っ
て
、
交
通
事
故
に
結
び
つ

｝
、
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
お
と
し
よ
り
も
外
出
の
機
会

が
ふ
え
、
交
通
事
故
に
あ
い
や
す
い
時

期
で
す
。

　
今
年
も
九
月
二
十
一
日
か
ら
十
日
間

全
国
い
っ
せ
い
に
「
秋
の
交
通
安
全
運

動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
今
年
の
テ
ー

マ
は
、
　
「
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
、

特
に
子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止
」

【．

ﾀ
全
運
転
管
理
の
充
実
と
安
全
運
転

の
促
進
」
　
の
二
占
｛
で
幽
ヲ
。
．

　
今
年
の
交
通
事
故
死
亡
者
は
、
日
向

警
察
署
管
内
で
八
名
で
す
が
、
そ
の
う

ち
三
名
の
死
亡
事
故
が
町
内
で
発
生
し

て
い
ま
す
．
．

　
運
転
者
も
歩
行
者
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
交
通
法
令
を
よ
く
守
っ
て
事
故
を

起
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
、
交
通
安

全
運
動
を
盛
り
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
（
総
務
課
・
．
山
陰
警
察
官
駐
在
所
）

簡
保
資
金
で
町
づ

　
簡
易
保
検
は
大
正
五
年
創
業
以
来

皆
様
か
ら
「
郵
便
局
の
簡
易
保
険
一

と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
利
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
お
陰
様
で
現
在
総
加

入
件
数
五
千
万
件
、
契
約
高
は
三
十

七
兆
円
と
な
り
ま
た
、
資
金
総
額
は

去
る
七
月
四
日
十
兆
円
の
大
台
を
突

破
し
ま
し
た
．
、

　
こ
の
簡
易
資
金
は
、
加
入
者
の
皆

様
か
ら
お
預
か
り
し
た
大
切
な
信
託

財
産
と
し
て
、
市
町
村
な
ど
の
地
方

公
共
団
体
を
は
じ
め
、
公
団
、
公
庫

な
ど
政
府
機
関
に
融
資
さ
れ
、
住
宅

や
学
校
、
道
路
等
皆
様
の
身
近
か
な

く
　
h
ソ

生
活
環
境
の
整
備
拡
充
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

　
東
郷
町
内
に
も
五
十
二
年
度
中
に

越
表
へ
き
地
教
員
住
宅
建
築
事
業
や

越
表
地
区
へ
き
地
酒
会
所
（
体
育
館
）

建
設
事
業
に
二
千
二
十
万
円
が
融
資

さ
れ
、
現
在
ま
で
に
累
計
一
億
四
干

万
円
が
融
資
さ
れ
て
い
ま
す
．
．

　
郵
便
局
と
し
ま
し
て
は
、
こ
の
十

兆
円
突
破
を
契
機
に
、
さ
ら
に
豊
か

な
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
お
役
に
立

ち
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
か
ら
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
山
陰
郵
便
局

郡
体
で
初
の
総
合
優
勝

　
郡
民
体
育
大
会
で
、
本
町
は
総
合
の

部
で
初
め
て
の
総
合
優
勝
を
、
女
子
の

部
は
二
連
勝
し
ま
し
た
。

　
第
一
七
回
郡
民
体
育
大
会
は
、
八
月

二
十
七
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
本
町

総
合
グ
ラ
ン
ド
に
郡
内
十
町
村
か
ら
約

五
百
名
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
が

来
年
開
催
さ
れ
る
宮
崎
国
体
を
前
に
各

種
目
と
も
接
戦
を
展
開
し
好
記
録
が
続

出
し
ま
し
た
。

　
成
績
（
入
賞
者
以
上
）

▼
男
子
▲

　
▽
一
般
三
十
歳
代
百
層
　
3
仁
田
弘

幸
（
福
瀬
）
1
2
秒
0

　
▽
一
般
五
十
歳
以
上
六
十
督
自
丁
井

上
秋
三
郎
（
鶴
野
内
）
8
秒
0

　
▽
一
般
三
十
歳
代
砲
丸
投
　
①
田
辺

英
雄
（
福
瀬
）
1
2
麿
6
6

　
▽
一
般
走
高
跳
　
；
三
浦
保
孝
（
坪

谷
）
1
厨
6
5

　
▽
一
般
走
幅
跳
　
＠
海
野
修
一
（
小

野
田
）
5
層
6
2

　
▽
中
学
生
二
百
層
　
⑤
小
林
英
明

（
福
瀬
）
2
6
秒
1

　
▽
中
学
生
二
千
層
　
◎
橋
口
五
輪
男

（
仲
深
）
6
分
3
8
秒
8

　
▽
一
般
三
段
跳
　
⑧
海
野
修
一
（
小

野
田
）
1
1
暦
9
5

　
▽
一
般
四
十
歳
以
上
砲
丸
投
　
毎
里
…

田
忠
義
（
田
野
）
1
1
督
2
8

　
▽
一
般
四
百
管
　
丁
寺
田
誠
二
（
鶴

野
内
）
5
7
秒
3

　
▽
一
般
四
十
歳
以
上
干
音
　
互
山
口

玉
雄
（
八
重
原
）

　
7
一
般
百
．

12

b
2

3
分
1
7
秒
9

（
邑
福
谷
集
（
鶴
野
内
）

　
▽
一
般
四
十
歳
玉
茎
㎏
　
⑤
都
甲
祐

吉
（
小
野
田
）
1
3
秒
9

　
、
中
学
生
二
干
警
　
（
互
都
甲
真
二

（
小
野
田
）
7
分
2
秒
0

　
ド
、
中
学
生
走
高
跳
　
⑤
河
野
透
（
福

瀬
）
1
u
「
4
7

　
▽
中
学
生
砲
丸
投
　
膏
歌
津
説
雄

（
迫
野
内
）
9
鋸
1
0

ゆ～転
μ
、伽が艶．勇霧藪

▼
女
子
▲

　
∵
一
般
百
u
－
　
．
－
禾
村
逸
子
（
小
野

田
）
⑤
矢
野
d
、
）
と
み
（
田
野
）
1
4
秒
8

　
∵
一
般
二
百
ヅ
　
一
－
．
山
床
有
子
（
下

渡
川
）
3
1
秒
0

　
∵
一
般
四
百
好
継
走
　
－
山
床
有
子

（
下
渡
川
）
奈
須
ツ
ギ
エ
　
（
八
重
原
）

矢
野
ひ
と
み
（
田
野
）
木
村
逸
子
（
小

野
田
）
5
9
秒
0

　
［
∵
一
般
走
高
跳
　
｛
↓
木
村
逸
子
（
小

野
田
）
乳
3
8

　
∵
一
般
走
幅
跳
　
①
山
床
有
子
（
下

渡
川
）
4
“
ッ
5

　
∵
中
学
生
百
岩
　
〔
－
直
野
み
か
（
福

瀬
）
1
4
秒
2

　
．
中
学
生
二
百
U
．
・
④
寺
原
光
代

（
羽
坂
）
2
9
秒
6

　
【
∵
中
学
生
走
高
跳
　
ρ
－
伊
東
泉
（
八

重
原
）
ー
ソ
3
4

　
∵
一
般
二
百
“
　
二
矢
野
引
、
）
と
み

（
田
野
）
3
1
秒
5

　
7
一
般
三
種
競
技
　
一
・
一
一
那
須
光
美

（
坪
谷
）

　
［
∵
一
般
砲
丸
投
　
事
藤
崎
月
子
（
八

重
原
）
8
冒
1
7

　
∵
中
学
生
走
幅
跳
　
「
4
松
浦
妙
了

（
高
瀬
）
3
㎏
8
8

∵
中
学
生
砲
丸
投

（
小
野
田
）
9
》
1
9

▽
中
学
生
二
百
弩

（
八
重
原
）
3
0
秒
7

▼
男
女
．
混
合
▲

　
「
「
・

か
（
福
瀬
）

光
代
（
羽
坂
）

1
分
2
1
秒
0

▼
成
績
▲

∵
総
合
　
＠
東
郷

［
㌧
男
子
　
㊤
椎
葉

∵
女
子
　
丁
．
東
郷

「
4
．
東
村
直
子

石
甲
斐
美
干
代

中
学
比
⊥
山
田
f
日
，
’
継
串
疋
　
　
う
・
直
野
み

　
　
　
小
林
英
明
（
福
瀬
）
寺
原

　
　
　
　
宗
石
滝
也
（
小
野
田
）

π
2
椎
葉
　
争
西
郷

妻
西
郷
　
竃
．
東
郷
，

つ
・
椎
葉
　
［
3
一
諸
塚
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ざ

国
歯
冨
研
修
．
を
．
終
え
一
て

㎡
胃
層
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乱
　
　
≧
ア
恥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
鶴
野
内
・
渡
部
、
．
．
．
洋
一
字

　
　
一

　
去
る
七
月
五
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の

十
日
間
、
私
は
青
年
国
内
研
修
生
の
一

員
と
し
て
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
若
山
牧
水
が
縁
で
始
ま
っ
た
北
海
道

中
川
郡
幕
別
町
へ
の
国
内
研
修
も
今
年

ば、

E
五
回
目
で
あ
る
と
い
う
。

　
細
長
い
日
本
の
北
と
南
の
端
と
端
に

位
置
し
、
気
候
、
風
土
、
様
々
な
点
に

お
い
て
異
な
る
北
海
道
と
九
州
で
あ
る

　
私
た
ち
に
限
ら
ず
青
年
会
員
の
誰
も

が
、
　
一
度
は
参
加
し
た
い
と
願
い
な
が

ら
、
日
程
と
仕
事
と
の
折
り
合
い
が
つ

カ
な
い
な
ど
の
理
由
、
ま
た
十
名
と
い

う
人
数
制
限
の
関
係
で
実
現
し
に
く
い

現
状
の
中
で
、
こ
の
研
修
に
参
加
で
き

た
と
い
う
こ
と
は
大
変
幸
福
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。

　
三
回
に
わ
た
る
事
前
研
修
会
で
、
幕

別
町
の
概
要
、
研
修
の
閣
議
等
を
学
習

し
、
各
々
研
修
の
テ
ー
マ
も
確
認
し
て

七
月
五
日
午
後
七
時
発
の
日
本
カ
ー
フ

ェ
リ
ー
で
私
た
ち
の
研
修
旅
行
は
始
ま

っ
た
。

　
フ
ェ
リ
ー
か
ら
電
車
、
電
車
か
ら
ま

た
フ
ェ
リ
ー
へ
と
乗
り
つ
ぐ
旅
の
道
中

は
楽
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の

間
に
男
子
七
名
、
女
子
三
島
、
引
率
の

二
名
を
加
え
た
総
勢
十
二
名
の
意
気
は

合
い
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

で
北
海
道
の
土
を
踏
む
こ
と
が
で
き
た

　
初
日
の
北
海
道
は
、
あ
い
に
く
の
雨

の
せ
い
か
肌
寒
さ
を
感
じ
た
け
れ
ど
、

二
日
目
か
ら
は
宮
崎
と
変
わ
ら
な
い
暑

さ
に
見
舞
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は

異
常
気
象
の
故
で
、
や
は
り
三
十
数
度

に
な
る
こ
と
は
珍
ら
し
い
こ
と
な
の
ゼ

そ
う
で
あ
る
。

幕
別
町
の
町
並
み

　
北
海
道
の
印
象
は
、
や
は
り
何
と
い

っ
て
も
広
大
さ
で
あ
ろ
う
。
行
け
ど
も

行
け
ど
も
草
原
や
畑
が
連
な
り
ひ
ら
け

小
高
い
丘
と
も
言
え
る
山
々
が
彼
方
に

見
え
る
。
私
た
ち
の
目
的
地
幕
別
町
も

十
勝
平
野
の
中
に
あ
り
、
山
は
遠
く
に

見
え
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
た
の
で

あ
る
が
ま
き
し
く
そ
の
通
り
で
あ
っ
た

　
七
月
八
日
の
午
後
四
時
す
ぎ
、
私
た

ち
は
帯
広
駅
に
着
い
た
．
．
．
帯
広
駅
か
ら

二
十
キ
ロ
メ
…
ト
ル
ノ
こ
り
い
の
道
の
り

を
迎
え
て
く
れ
た
幕
別
町
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
幕
別
へ
と
向
つ
た
の
で
あ
る
が

そ
の
通
の
ま
っ
す
ぐ
な
こ
と
。
行
け
ど

も
行
け
ど
も
目
の
前
に
「
筋
の
道
路
が

続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
の
直
線
区
間
が
あ
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
幕
別
町
に
到
着
し
て
す
ぐ
に
民
泊
先

の
青
年
を
紹
介
き
れ
た
私
た
ち
は
、
期

待
と
不
安
を
抱
い
て
各
々
の
青
年
会
員

の
家
へ
と
別
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
私
が
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
、
畑
作

を
中
心
と
し
た
佐
藤
き
ん
の
お
宅
で
あ

る
。
町
の
中
心
部
か
ら
十
六
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
程
離
れ
て
い
る
と
い
う
彼
女
の
家

ま
で
、
夕
闇
上
る
一
本
道
を
彼
女
の
運

転
す
る
自
動
車
で
走
り
な
が
ら
、
彼
女

の
家
の
こ
と
な
ど
を
少
し
話
し
て
も
ら

っ
た
。

　
小
麦
二
十
欝
、
馬
鈴
し
ょ
二
十
欝
、

ビ
ー
ト
主
筋
、
合
計
四
十
七
診
程
の
畑

作
農
業
を
、
両
親
と
彼
女
と
兄
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
の
五
人
で
営
ん
で
い
る
の

だ
そ
う
で
あ
る
。
ひ
と
口
に
四
十
七
紛

と
聞
い
て
も
実
感
で
と
ら
え
に
く
か
っ

た
け
れ
ど
も
、
人
家
の
灯
り
ひ
と
つ
見

え
な
い
一
本
道
の
脇
の
畑
の
中
に
「
佐

藤
農
場
」
と
い
う
白
い
大
き
な
立
札
が

見
え
て
き
て
初
め
て
［
広
い
の
だ
な
…

と
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　
そ
の
夜
か
ら
中
一
日
お
い
て
次
の
日

の
朝
ま
で
幕
別
町
に
滞
在
し
た
の
で
あ

る
が
“
様
々
な
点
で
私
た
ち
と
の
違
い

を
感
じ
る
こ
と
が
で
㍉
、
・
た
、

　
ま
ず
、
青
年
活
動
に
参
加
し
て
い
る

幸
者
の
ほ
と
ん
ど
が
農
業
に
専
従
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
父
換
会
の

と
き
に
話
し
た
何
人
か
の
男
子
会
員
も

牧
水
歌
碑
に
薬
酒

農
業
青
年
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
と
㍉
、
、
の

話
し
ぶ
り
や
内
容
、
仕
事
に
対
す
る
抱

負
な
ど
、
た
い
へ
ん
落
ち
着
い
た
し
っ

か
り
し
た
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
の
に

感
心
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
青
年
た

ち
が
私
よ
り
も
年
下
で
あ
る
と
聞
い
て

更
に
驚
い
た
次
第
で
あ
る
，

　
つ
ぎ
に
、
農
業
家
庭
、
農
業
地
域
に

お
け
る
女
子
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
改

め
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
r
．
た
．
、

　
私
が
お
世
話
に
な
っ
た
佐
藤
き
ん
は

季
節
定
時
制
の
農
業
高
校
を
出
て
か
ら

ず
っ
と
佐
藤
家
の
貴
重
な
労
働
力
と
な

っ
て
い
る
．
一
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で

両
親
や
兄
さ
ん
と
一
緒
に
畑
で
作
業
を

し
、
合
法
に
は
十
六
キ
ロ
も
あ
る
中
央

部
ま
で
出
か
け
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
そ
の

他
の
青
年
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
．
、
そ
の
努
力
は
並
た
い
て
い
の
も

の
で
は
な
い
だ
る
う
し
、
少
く
と
も
私

に
は
真
似
の
で
き
な
い
も
．
の
’
．
♪
の
る
と

こ
こ
で
も
二
歳
年
下
の
彼
女
に
頭
の
↓
・
・

カ
る
思
い
で
あ
r
、
た
，

　
女
子
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
甘
え
る

の
で
は
な
く
、
女
子
で
な
け
れ
ば
や
れ

な
い
事
も
あ
る
こ
と
を
わ
き
ま
え
て
今

後
の
青
年
活
動
の
中
で
、
こ
の
経
験
を

生
か
し
て
行
｝
、
・
た
い
も
の
で
あ
る
．
．

　
北
海
道
は
広
大
で
あ
る
、
北
海
道
は

厳
し
い
条
件
を
乗
り
越
え
1
」
き
た
人
り
、

の
土
地
で
あ
る
、
わ
ず
か
一
日
、
二
日

の
滞
在
で
そ
の
す
べ
て
は
お
ろ
か
、
わ

ず
か
な
も
．
の
も
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

た
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
青
年
時
代
の

交
換
会
粗
景

灘

ヒ
青
イ

r
擦
艦

鮮
瓢
歓

心
蟹
．

、
「
選
．

鵡

一、

j
と
こ
ま
と
し
て
や
は
り
忘
れ
難
い
何

か
を
残
し
て
く
れ
た
。

　
様
々
な
人
た
ち
の
温
か
い
理
解
と
配

慮
の
お
か
げ
で
こ
の
研
修
に
参
加
で
き

た
二
と
を
感
謝
し
．
、
今
後
の
私
の
牛
、
き

る
べ
｝
、
・
道
の
糧
と
し
r
、
活
か
し
た
い
と

思
う
．
、
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診検事結

　
結
核
検
診
は
、

毎
年
一
回
定
期
検

診
と
し
て
実
施
き

れ
ま
す
が
。
結
核

に
よ
る
死
亡
率
の

低
下
等
に
よ
り
関

心
が
う
す
れ
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
．
．

　
し
か
し
、
毎
年

の
検
診
で
患
者
が

発
見
き
れ
る
な
ど

必
ず
し
も
結
核
が
減
少
し
た
と
は
い
え

な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
．
一

　
特
に
、
検
診
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い

農
山
村
地
域
で
は
、
毎
年
一
回
の
住
民

検
診
は
必
ず
．
受
診
し
、
健
康
管
理
に
努

め
な
け
れ
ば
な
，
り
ま
せ
ん
，

　
本
任
－
唆
も
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
別
表

．
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
必
ず
受

診
一
し
’
」
ノ
＼
戸
」
ミ
、
h
㌔
＝

　
検
診
計
画
表
と
受
診
票
は
各
家
庭
に

配
付
し
ま
す
が
、
受
診
票
が
な
く
て
も

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
受
付
に
そ
の
旨

申
し
出
て
く
ゼ
き
い
，

　
ま
た
、
本
年
度
は
、
同
時
に
成
入
検

診
（
四
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
）
と

老
人
検
診
（
六
十
五
歳
以
上
）
を
実
施

し
ま
す
，
今
回
は
一
次
検
診
で
、
血
圧

測
定
、
尿
検
査
を
行
な
い
ま
す
。

　
な
お
、
四
十
歳
未
満
の
か
た
で
も
希

望
者
は
受
．
診
で
き
ま
す
の
で
申
し
出
て

く
ゼ
き
い
．
．
一
部
の
地
域
で
尿
検
査
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
最
寄
り
の
場
所
で

画
又
感
」
’
㌦
ノ
＼
一
ト
ミ
㌔
い
M
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
民
課
）

住民結核検診日程表

。．．

旦
0

場 所 該 当 組 合

甲斐久四郎氏宅前　　下渡川全区
　　児　洗　公　民　館
　　楠　　商　　店　横
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　1．．．．富一虫．勲．虫唾．一前

oi坪谷小学校
Ol牧水記念館前

界洗、一松露、黒松　ツヅラ内

田口、八ツ山、中水流
多士の木、仲崎、瀬平

踊暢精魂露丁一斗灘

3…．響．籍鶴欝枢
01佐藤光男上天前

市谷原、市谷川崎、木村
野々崎、東石原、西石原1．．上ノ〕京、．赤井笠＝一．

io：鶴野内公民館
10．

c一．毛．一天ホ＝ムー
　　 @　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、唄笙瀬清美氏宅前
10　役場前三皇一場一
．0　日向農協　東郷支店

八重原全区
大工野、オモ7西
前出、中水流、ヒ村、下村

lq－t田野公民館昌
…
二

肚塩月

部寺

仲野原第三公民館
裾瀬　公民館
広瀬．公一民一」塾

全　　員
大谷、小丁田1．2

又江野下1．2．又江野中

又卜、住宅、団平
田野全区

　弘氏宅函
迫　公　民　館

仲野原1．2．3．　出ロ　　　　　　　　　一　　一
号二木寸1．2．3．　下主寸　　　皿．　　　　　．　　　　　　一．．一

広　　瀬　　　　　　　　．　一　．　　．
鳥　　川　　　　　　　　　　　　　．一
等迫、山の． mマ落鹿、一．長崎、「ラトぎ、．日田尾．一一．

吉牟田婦人ホーム前　　吉牟田、中尾　庭田

名

川

表

時　　　間

10．00～1U．5

10．50～11．3

13，00～13．3

名
　
一
表
．

　
渡
…

区
．
王
越

　
．
一
1
1
1
「
一
－
．
－
－

日
［
日

月　
　
　
1
1
　
一

施
　
　
月

実
一
9
一
　　1　…一％0～fO・oL富重「勲．氏宅．一
　　…坪　　谷110．10～！1ゴpΩ一i一坪　昼一∠少．一学　

9月12日…　．．一．一一一1！4C≧11墨q…一牧水記；鎚

　　…掛瑳．ll：llミ翻〔一塁響蕎雑

　．一一限鯉」llilミ彊1欝．雑一

9弓13日　　　　　　ユ1」〇二」玉」伍［一佐藤光男上天

　　．鶴野内13．00～14．00：鶴野内公民
　　　　　　14，1σ＝こ14：一40．…一．老i．一天ホ＝一

　　　　 @　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　9．20～9．5〔ll笙瀬清美氏宅
　　：小野田而．00帯f1．00　役場前三皇一
9月14日　　　　　　11．10～1i740　日向農協　東郷臼

田　野13．20～14．20…田野公民

9月21日…隔

　．．．9．no～10．00…仲野原第三公民

　　　　　　　　　 ト　　　　 　　　．10．10～10．50．福瀬公民
概「伽～i1∫30L広瀬．公一民一一

迫

13．20～13．50

　9．20～10．20

1∩．40～11．4〔

んio．20一「寺　遁一公民　餌

∩．加～11．4σ「書牟田婦人ホーム前 吉

9月21日 c隔

　　一一一一1－

9月22日：寺

や

鱗
．

　
明
治
四
一
年
、
工
費
干
五

　
　
百
円
と
多
．
大
の
夫
役
に

　
　
よ
り
校
舎
増
築
、
敷
地

　
　
八
二
七
坪
、
校
舎
六
九

「
　
坪
、
学
級
数
三
、
児
童

　
　
数
一
二
七
名
、
職
員
四

　
　
名
．
．

　
明
治
十
一
年
、
羽
坂
、
田
野
、
．
仲
瀬

　
区
父
兄
相
謀
り
、
羽
坂
井
尻
旧
舞

　
台
小
屋
を
校
舎
に
充
て
、
岩
下
真

～
市
、
を
教
師
》
こ
1
」
授
業
を
始
．
∩
〕
、
．

ア
明
治
十
四
年
、
羽
坂
日
下
道
舞
台
小

　
屋
に
移
転
．

舜
明
治
十
九
年
、
簡
易
小
≠
校
と
称
命

　
明
治
二
三
年
、
羽
坂
尋
常
小
学
校
と

　
　
改
称
す
，

　
杢
六
年
　
羽
坂

　
迫
之
内
小
学
校
合
併
、

　
東
郷
尋
、
吊
小
学
校
と
な

　
　
る
．
、

心

「
羽
坂
日
下
道
奈
須
兼
吉
き
ん
下
の
県

　

、
道
よ
り
、
田
野
区
に
通
ず
る
町
道
を

　
蕨
録
画
、
黒
星
纏
繋

～
　
り
南
西
側
…
．
帯
、
畑
あ
り
人
家
あ
り

雑
木
林
等
、
広
き
に
と
」
麹
．
一
、
・
．

〉
三
㎡
－
砂
ま
し
ょ
到
・
の
地

竃
羽
坂
小
学
校
跡
聾
、
距
ヲ
．
．

籍
私
は
百
こ
の
跡
地
を
訪
ね
た
，

タ
「
い
い
学
校
で
し
た
．
．
懐
し
い
思
い

鉢
出
）
み
の
二
が
ム
了
タ
つ
あ
り
ま
す
．
二
　
一

φ
奈
須
兼
吉
き
ん
は
如
何
に
も
懐
し
そ

｛
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
、

」

川
崎
綾
の
川
崎
守
え
か
ら
導
話

声
峯
、
貰
い
、
窪
河
野
康
委
・
ゑ

宅
に
て
詳
し
く
聞
い
て
、
ゐ
の
こ
に
グ

行
っ
て
見
た
、
四
本
の
ホ
ー
ス
が
突
Y

込
ん
で
あ
っ
た
．
四
軒
の
家
が
使
用
目

し
・
、
い
ワ
。
の
ゼ
ヴ
・
・
だ
．
　
　

耀
藻
信
切
れ
．
、
い
の
瀬

…
象
2
あ
李
…
で
汲
　

み
教
室
の
掃
除
を
し
た
子
。
2
、
距
ヲ
．
．
快

懐
し
い
み
の
三
㌦
す
、
」
と
追
憶
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

麺孟）この
兼
六
園
を
南
に
拍
え
・
長
方
形
ヂ

魏
耽
繊
が
脅
、
　
快

り
易
い
ご
フ
ウ
。
ド
ζ
．
た
．
“
、
・
つ
4
、
唾

拒
欝
藩
揃
餐
物
越
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

が
、
　
一
．
ゐ
の
こ
一
と
一
兼
六
山
一
ゼ
《

け
は
、
今
も
往
時
の
残
影
を
と
ど
め
ψ

「
羽
坂
小
学
校
三
一
の
標
柱
が
昔
の
《

校
門
甚
に
小
さ
く
建
て
て
あ
忽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乱

た
⊃
　
　
　
　
　
　
　
（
都
甲
　
馬
男
）
　
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

、
点
葉
で
し
た
。
旧
校
地
西
チ

端
に
立
っ
て
み
る
と
、
南
夷

測
に
小
高
い
雑
木
林
が
あ
ジ

る
」
兼
六
山
」
と
呼
ん
へ

で
い
・
そ
・
で
薯
藤
》

．
．
え
日
，
、
棄
六
代
吉
灘

末
吉
校
長
さ
ん
が
、
岡
山
㌣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

兼
六
公
園
に
な
ぞ
ら
え
て
ヂ

瞠
矯
遂
遡
稲
を
繋

高
い
公
園
で
し
た
・
　
…
　
ハ

　
　
　
　
　
直
線
七
」

　
　
連
動
会
の
時
な
ド
ェ
悲

町報とうこう
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平和の願い

　町傷い軍人会（会長橋口盛一き

ん）の会員9名が、8月10日の午

前中、成願寺境内の忠魂碑と役場

にある願徳碑の清掃をしました。

これは、二の平和な世がつづくゆ

ようにという願いをこめて、昨年

から行なっているものですが、お
盆を自f∫：こ、　きオ民冗こ2青掃きオ／た∫志

魂碑の前で一私たちの行為が若い

人への刺激になれ・ば…一と僑強き

んは話していました、

自慢ののどで

　迫野内区の戸高満雄きん（49）

が、九州・中国民謡選手権大会の

チャンピオンに選ばれました、

　これは、8月13日に北九州市で

行なわれた大会に壮年の部宮崎県

代表として出場、　『日向木挽唄．

を歌い、各地区の予選を通過した

50入のなかで、壮年の部に見事優

勝したものです。

　この大会は、10月目行なわれる

一輝け！日本民謡大賞＝の各県代

表選出予選を兼ねており、戸高き

んは県代表に選ばれました，

←

、

P

○

＿籍
鞍岬鉱ご

～

夏
休
み
後
の
少
年
非
行

　
楽
し
い
思
い
出
を
残
し
て
子
供
た
ち

の
夏
休
み
も
終
わ
り
ま
し
た
、

　
長
い
休
み
の
な
か
で
不
規
則
な
生
盾

や
な
ま
け
ぐ
せ
が
つ
い
て
い
る
子
供
も

多
い
時
で
す
．
．
春
に
次
い
で
非
行
の
多

い
の
が
夏
休
み
後
で
、
急
に
非
行
事
件

が
表
面
に
で
て
き
ま
す
．
．

　
夏
休
み
後
は
ふ
だ
ん
よ
り
特
に
子
供

の
生
活
に
気
を
つ
け
て
く
だ
き
い
．
．
う

セ
）
子
に
限
っ
て
と
い
う
司
．
自
葉
を
よ
く

い
い
ま
す
が
、
事
件
を
起
し
て
警
察
で

調
べ
を
う
け
る
通
知
が
あ
’
・
て
初
め
て

自
分
の
子
供
と
知
っ
て
び
っ
く
り
す
る

場
△
［
が
ほ
と
ん
ど
で
す
．

」
青
協
一
た
よ
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
¢
，

今
月
の
う
ご
き
（
9
月
行
事
｝

　
［
㌧
郡
青
猛
ー
ソ
フ
ト
ボ
…
山
大
会

　
　
　
9
月
3
日
（
日
）
　
西
郷
村

　
U
、
町
童
月
任
－
教
室
（
キ
か
ン
．
フ
）

　
　
　
9
月
9
日
（
土
）
～
1
0
日
（
日
）

　
㌧
県
青
年
大
会
（
宮
崎
市
）

　
　
　
9
月
1
6
日
（
土
）
～
1
7
日
（
日
）

　
▽
町
青
年
教
室
（
史
跡
め
ぐ
り
）

　
　
　
9
月
2
4
日
（
日
）

　
　
報
　
　
告

　
郡
青
年
研
修
会
　
7
月
1
5
日
～
1
6
日

に
北
川
町
中
央
公
民
館
で
開
催
．
、
本
町

　
非
「
汀
．
の
、
≦
ゴ
．
b
，
し
の
日
兄
分
ゆ
一
士
り
感
び

「
言
葉
、
態
度
．
が
変
る

・
服
装
、
身
の
ま
わ
り
が
変
る

∵
変
な
友
達
が
訪
ね
て
く
る

∵
う
そ
を
つ
く
こ
と
が
多
（
な
る

∵
帰
宅
時
間
が
一
定
し
な
い

．
「
手
紙
、
電
話
に
敏
感
に
な
る

　
親
が
買
r
・
て
や
ら
な
い
も
の
を
持
ド
．

　
て
い
る

．
、
・
食
事
の
量
が
減
’
．
て
く
る

∵
口
実
を
も
う
け
小
使
い
を
．
要
求
す
る

∵
だ
’
4
質
ノ
て
家
を
出
た
り
、
夜
遅
く
ま

　
で
帰
ら
な
い

　
な
ど
で
す
が
、
こ
れ
ら
．
の
変
化
が
あ

一・

ｽ
ら
非
行
の
前
兆
と
愚
r
．
て
よ
く
気

を
つ
け
て
く
だ
キ
・
㌔
い
．
．

　
み
ん
な
が
自
分
の
子
供
だ
と
い
う
気

持
で
、
他
人
の
子
供
で
も
勇
気
を
も
・

て
指
導
し
で
い
き
た
い
も
の
で
す
．

　
　
　
　
　
（
山
陰
警
察
官
駐
在
…
所
，
）

か
ら
は
2
0
名
が
参
加
し
、
現
在
の
社
会

情
勢
と
青
牲
－
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
地
域
社
会
の
発
展
に
役
立
つ
青

任
活
動
の
一
環
と
し
て
、
政
治
意
識
の

向
井
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
．
．

　
郡
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
　
7
月
3
0
日

本
町
で
開
催
階
町
屯
目
協
チ
ー
ム
は
、
男

女
と
も
準
々
決
勝
で
敗
退
し
ま
し
た
．
、

π
男
子

南
　
郷

・
女
子

北
　
川

21　21

16　18

東

郷

町
青

協
広

報
部
）

211821

162118

　　東

　　郷



（8）
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層層’〆”’鐸一””一一’”” ｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳

お
し
ら
せ

牧
　
水
　
祭

■呂1
　　　　　　　閣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馳

曙＿〃，，＿＿＿層＿’〃’層一、

　
恒
例
の
牧
水
祭
が
、
つ
ぎ
の
と
お
り
「

行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
町
民
多
数
の
参

列
を
ご
案
内
し
ま
す
．
．

▽
期
日
　
9
月
1
7
日
（
日
）

▽
受
付
　
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

▽
歌
碑
祭
式
典
　
1
0
時
5
0
分
～
1
1
時

「、

E
記
念
講
演
　
1
1
時
～
正
午

中
央
公
民
館
に
青
電
話

　
町
中
央
公
民
館
の
玄
関
横
に
青
電
話

（
街
頭
公
衆
）
が
設
置
き
れ
ま
し
た
。

　
一
般
の
通
話
は
も
と
よ
り
、
　
一
一
〇

番
（
警
察
）
＝
九
番
（
消
防
）
の
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
が
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、

緊
急
連
絡
な
ど
に
も
利
用
き
れ
る
よ
う

お
知
ら
せ
し
ま
す
．
、

54

N
度

　
造
林
補
助
申
請
の
受
付

　
町
森
林
組
合
で
は
、
例
年
実
施
し
て

い
る
造
林
申
請
の
受
付
を
、
つ
ぎ
の
期

間
に
行
な
い
ま
す
、
．

　
出
張
受
付
も
実
施
し
ま
す
が
、
日
程

に
つ
い
て
は
、
後
日
、
参
与
員
を
通
じ

て
連
絡
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

7
受
付
期
間
　
9
月
1
日
～
9
月
2
5
日

資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
す
る

暮
ら
し
の
ア
イ
デ
ィ
ア
募
集

　
資
源
や
エ
ネ
ル
y
ず
ー
ノ
を
大
切
に
使
・
り

と
い
う
考
え
方
や
、
生
活
習
慣
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
経
済
企
画
庁
で
は
、
わ
た
し
た
ち
の

暮
ら
し
の
中
で
、
　
一
．
限
ら
れ
た
も
の
を

大
切
に
使
う
L
　
［
．
生
か
し
て
使
う
」

［、

ﾅ
き
る
だ
け
捨
て
な
い
［
皿
使
い
終

わ
っ
た
も
の
も
な
る
べ
く
工
夫
し
て
活

用
す
る
」
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
つ
ぎ

の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す
、
．

　
原
稿
　
四
百
字
結
原
稿
用
紙
五
枚
以

内
。
横
書
き
に
し
必
ず
綴
じ
、
末
尾
に

氏
名
、
住
所
、
郵
便
番
号
、
年
齢
、
職

業
、
電
話
番
号
を
明
記
す
る
．
一

　
提
出
期
限
　
9
月
3
0
日

　
提
出
（
問
合
せ
先
）

　
　
宮
崎
県
福
祉
生
活
部
県
民
生
活
課

　
　
宮
崎
市
橘
通
東
2
丁
目
1
0
番
1
号

　
　
電
話
　
⊃
九
八
五
、
盟
二
一
一
一
番

　
図
書
寄
贈
に
よ
る

　
　
　
　
新
刊
書
紹
介

　
大
阪
府
岸
和
田
市
在
住
の
海
野
久
き

ん
か
ら
図
書
費
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
次
の
図
書
を
購
入
し
ま
し
た
、
．

　
海
野
き
ん
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た

ゼ
く
よ
う
図
書
の
紹
介
を
し
ま
つ
，

　
図
書
名

生
存
者

公
園
通
り
の
午
後

こ
ち
．
ら
ニ
ッ
ポ
ン

白
き
手
の
報
復

　
著
者
名

号
井
　
淳

渡
辺
淳
一

小
松
左
京

渡
辺
淳
一

二
十
歳
の
世
代
に
伝
え
た
い

　
　
　
　
　
　
　
西
堀
栄
三
郎
他

地
底
元
年

風
の
遺
産

サ
ン
ガ
タ
ン
の
墓

幸
福
の
設
計

終
戦
秘
話

こ
め
と
日
本
人

和
宮
様
御
留

ち
ょ
い
と
い
い
話

十
二
人
の
手
紙

め
だ
か
の
列
島

昭
和
へ
の
遺
産

裁
き
の
家

原
さ
と
る

永
井
路
子

山
崎
朋
子

阿
木
慎
太
郎

山
崎
健
次

樋
口
清
之

有
吉
佐
和
子

戸
板
康
二

井
上
ひ
さ
し

今
井
美
沙
．
子

岡
　
潔

三
浦
綾
子

吾
が
顔
を
見
る
能
は
じ

　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
周
作

愛
と
同
じ
く
ら
い
孤
独

　
　
　
　
　
　
　
朝
吹
由
紀
子

災
環
　
　
　
　
　
　
永
井
路
子

風
紋
　
　
　
　
　
松
本
清
張

山
茶
花
は
見
た
　
　
平
岩
弓
技

　
5
3
年
住
宅
統
計
調
査

　
十
月
一
日
現
在
で
住
宅
統
計
調
査
が

実
施
き
れ
ま
す
が
、
本
町
で
は
、
次
の

地
区
が
抽
出
調
査
の
対
象
地
区
で
す
、

　
調
査
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
よ
ろ
し
く

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
，

▽
下
渡
川
全
区
　
▽
坪
谷
区
手
崎
組
合

▽
仲
深
目
下
仲
瀬
組
合
　
▽
小
野
田
区

棚
上
、
又
中
組
合
、
住
宅
　
▽
鶴
野
内

区
下
村
組
合

今
月
の
税
金

国
民
健
康
保
険
税
　
　
2
　
期

　
　
　
　
納
期
限
　
9
月
3
0
日

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
寄
付
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
．

　
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
．
．

▽
福
瀬
の
直
野
久
雄
き
ん
か
ら

　
　
（
ユ
キ
ノ
き
ん
・
7
9
歳
ご
死
去
）

7
仲
深
の
田
口
紘
一
郎
さ
ん
か
ら

　
　
（
ユ
リ
き
ん
・
8
0
歳
ご
死
去
）

U、

|
福
池
の
直
野
己
紀
男
き
ん
か
ら

　
　
（
デ
ン
き
ん
・
7
8
歳
ご
死
去
）

7
小
野
田
の
那
須
真
夫
き
ん
か
ら

　
　
（
専
蔵
き
ん
・
7
8
歳
ご
死
去
）

今
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

　
　
　
　
　
9
月
1
9
日
（
火
曜
日
）

　
　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

．＿ゾー ﾜちのうごき・・一ρ

ト

ご人口6，726人置（÷5）

　　男　3，295人　（77）

　　女　3，431人（一2）

　世帯数　1，753戸　（一2）

　　　53年8月1日現在

　　　（　）は対前月比

　　　　　　　　　　　．．一　　」　　　　　　　　　　～一一　　　　　　　　一」語　　　　　　　、　　　　　　／　　　　　一　　
n

　　　　　～　　　／　　　∫．一　　筏　一
二　一　　ゴ「

凝
7難，

繋7月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名

交
の
名
住
所
一

中田椎安新是

竹中田藤名則

正三宅孝恵和

史郷夏司美良
雄． ﾛ幹孝緬三

一一 Y男生夫男
寺田福寺福福

迫野瀬迫瀬瀬

結
婚
お
め
で
と
う

佐．寺 橋小　塩黒

氏

藤原　二形　月木

藤佳

栄宏

羽羽

坂坂

丸祐　弘紀

　　　　一．名

．x…司　美郎

仲寺　鶴愛住
深迫離・・

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

氏
直田佐河
野［藤野’

名ス
　
ェ

米
　
吉

ユ
　
リ

ユ
キ
ノ

年
齢
一
住
所
．

79　　80　　79　　74

一
隔
頼

一
鶴
野
内

一
仲
深
．

一
福
瀬
．
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